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平成20年度
決　算

　平成20年度の一般会計決算は、歳入92億2,365万円、
歳出91億1,441万円で、差し引き１億924万円の剰余金
が生じました。この額から翌年度へ繰り越すべき財源
1,110万円を差し引いた実質収支額は、9,814万円の
黒字となりました。

自 主 財 源
町が集める収入
 ２２億３，８８２万円

皆さんが納める税金

１５億３３万円 １６．３％

２４．３％

積立金の取り崩し

　３億６４万円 　３．３％

分担金・負担金、使用料・手数料
財産収入、繰越金、寄附金、諸収入

　４億３，７８５万円 　４．７％

依 存 財 源
国や県などからの収入
 ６９億８，４８３万円

地方譲与税

　１億４，６７５万円 　１．６％
借り入れ

　９億７，９４０万円 　１０．６％

７５．７％

その他の交付金など

　２億４，２６８万円　２．６％

国や県から交付され
使い道を指定されるお金

１２億６，０９９万円　 １３．７％

国から交付される
使い道自由なお金

４３億５，５０１万円 ４７．２％

町税

繰入金

その他

地方交付税

国・県支出金

町債

その他

※町民１人当たりが納めたお金・１人当たりに使われたお金は、町税額
　および一般会計歳出総額を平成21年３月末現在の人口20,062人で割ったものです。

※各基金については、平成21年５月末日時点での金額です。

特別会計

病院事業会計

会計名
老 人 保 健

介 護 保 険
下 水 道 事 業

農業集落排水
処理施設事業

簡易水道事業

国民健康保険
直 診 勘 定

住 宅 用 地
造 成 事 業 等

収 　 益 　 的
資 　 本 　 的

※収益的収入・支出…営業的な経費
※資本的収入・支出…建物の建設費など

後期高齢者医療

歳　入
２億９，４９２
３億４，３３５

２０億２，７１０

２８億９，４９８
１億７，２６６

２８億５，６４４
２億５，８６８

５億４，９２２

１億１，１００

１億１，３７８

１億４，５２１

３，７５６

２億９，３６４
３億４，１７９

国民健康保険 ２５億１，９３４ ２４億９，８０２
１９億２，３５９
５億４，１８７

９，９３７

１億１，３０７

９，３５２

３，５４４

歳　出
（単位：万円）

（単位：万円）

区　分 収　入 支　出

一般会計………………

下水道事業………………

農業集落排水処理施設事業…

簡易水道事業………………

国民健康保険直診勘定……………

病院事業会計……………

総　　　　額…………

111億9,424万円

27億8,624万円

11億9,789万円

3億9,579万円

181万円

49億2,110万円

204億9,709万円

町 の 財 産（ 平 成 20 年 度 末 現 在 ） 公債費（借入金残高）平成20年度末現在

土　　　　地……………………

建　　　　物……………………

9,121㎡

1,092㎡

農業集落排水処理施設事業

土　　　　地……………………

建　　　　物………………………

16,035㎡

481㎡

簡 易 水 道 事 業

土　　　　地……………………

建　　　　物………………………

7,504㎡

775㎡

土　　　　地……………………17,360㎡

国民健康保険直診勘定

住宅用地造成事業等

6,220万円

508万円

1億2,902万円

1,284万円

2,519万円

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

財政調整基金…………………

高額療養費貸付基金………………

介護保険給付費準備基金……

介護従事者処遇改善臨時特例基金…

下水道事業整備基金……………

土　　　　地……………

建　　　　物…………………

有価証券、出資金、債権………

財政調整基金…………………

減 債 基 金……………………

土地開発基金（土地含）………

公共施設等整備基金………………

地域福祉基金……………………

その他の基金………………

11,804,559㎡

118,176㎡

14億188万円

3,347万円

251万円

4億182万円

410万円

902万円

5億4,747万円

一 般 会 計

地方譲与税

町民１人当たりに使われたお金
４５４，３１２円

町民１人当たりが納めたお金
７４，７８５円

町
の
財
政
状
況

町民１人当たりに使われたお金
４５４，３１２円

町民１人当たりが納めたお金
７４，７８５円

一般会計歳入92億2,365万円
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平成２０年度決算に基づく財政の健全化判断比率 平成２０年度公営企業決算に基づく経営の資金不足比率（単位：％） （単位：％）

　※実質赤字比率、連結赤字比率は黒字であるため「－」を記載しています。

人件費　１４億４，２５８万円（１５．８％）

扶助費　８億６，５４８万円（９．５％）

公債費　１７億１，５６９万円（１８．９％）

平成２０年度の一般会計決算を、一般家庭の家計簿にあてはめてみました。
年間の収入が５００万円の家計だとすると･･･五戸町の家計簿

収　　入

給　　　　　料【町税】
●自分たちで賄ったお金【自主財源】 

８１万円
１６万円
１３万円

２万円

３２６万円
５３万円

３７９万円

定期預金の解約【繰入金】

親 か ら の 援 助【地方交付税、国・県支出金など】 
●ほかに頼ったお金【依存財源】 

ローン借り入れ【町債】 
小　　　　　計

パ ー ト 収 入【使用料・手数料、分担金・負担金】
去 年 の 残 り【繰越金】

９万円不動産収入、
お祝、利子など【財産収入、寄附金、雑収入】

１２１万円

５００万円

小　　　　　計

合　　　　　計

支　　出

医療費・教育費など【扶助費】 
食　　　　　　　費【人件費】 ７８万円

４７万円
９３万円
５８万円
４６万円

１５万円
６万円

６１万円

ロ ー ン 返 済【公債費】 

友 人 へ の 融 資【投資、出資金、貸付金】 
預　　　　　　　金【積立金】 

子 ど も へ の 仕 送 り【繰出金】 

家 の 増 改 築【普通建設事業費、災害復旧事業費】
光 熱 水 費 ・ 日 用 品【物件費】 

４万円家 や 家 電 の 修 理【維持修繕費】 

８６万円

４９４万円

保険料、町内会費、
子どもの小遣いなど【補助費等】

合　　　　　計

　町の家計簿を見ると500万円の収入のうち、給料など自分たちで賄ったお金（町税、使用料、財産収入等）は、わずか
121万円で全体の約24％にすぎません。残りは親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）などに頼っています。

　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、平成20年度一部施行、平成21年度に全面施行となりました。この法律に基づき、毎年度「健全化
判断比率」および「資金不足比率」を算定し、町監査委員の審査を受け、その意見書を付けて議会に報告するとともに、町民の皆様へ公表することが義務付けられました。
　公表する比率は、①健全化判断比率と②資金不足比率があり、健全化判断比率は、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実質公債費比率」「将来負担比率」の４つの指標か
らなり、早期健全化基準を下回っている比率であれば、健全財政といえます。また、資金不足比率は、病院事業や下水道事業など公営企業の資金不足比率が経営健全化基準を
下回っている比率であれば、公営企業の経営状況は健全といえます。五戸町の20年度決算に基づく比率は次の表のとおり、いずれの比率においても早期健全化基準および経営
健全化基準の比率を下回っているため、健全財政であるといえます。

【実質赤字比率】普通会計で赤字がどれくらいあるかという比率です。
【連結実質赤字比率】普通会計のほか老人保険事業や国民健康保険事業、病院事業、下水道事業などすべての会計を合計したとき赤字がどれくらいあるかという比率です。
【実質公債費比率】借入した地方債の返済額やそれに準ずるものの支払額を合計したとき、普通会計でどれだけ負担しているかという比率です。（３ヵ年平均）
【将来負担比率】普通会計及び特別会計の借入残高や一部事務組合への負担見込額などを合計し、将来どれくらいの負担が見込まれるかという比率です。
【資金不足比率】公営企業それぞれの事業規模に対してどれくらいの資金不足があるかという比率です。

義務的経費
職員の給料や議員等
の報酬、法令で定め
られた行政サービス
の経費、借金の返済
 ４０億２，３７５万円

４４．２％

投資的経費
道路・施設・ほ場整
備費、災害復旧費
 １０億７，７９８万円

１１．９％

その他経費
道路・施設補修、他団体へ
の補助金、基金への積立、
病院や公社への負担、奨学金
の貸付、特別会計への繰出
 ４０億１，２６８万円

４３．９％

人件費　１４億４，２５８万円（１５．８％） 総務費　１３億６０７万円（１４．３％）

その他　６３万円（０．０％）

公債費　１７億１，９３０万円
（１８．９％）

災害復旧費　７，０４６万円
（０．８％）

教育費　８億８，８３２万円
（９．７％）

消防費　３億２，０９３万円
（３．５％）

土木費　８億７，９６７万円
（９．７％）

商工費　５，２２６万円
（０．６％）

議会費　１億１，０４０万円（１．２％）

民生費　１８億５，３７６万円（２０．３％）

衛生費　１２億７，２１０万円（１４．０％）

農林水産業費　６億４，０５１万円
（７．０％）

扶助費　８億６，５４８万円（９．５％）

公債費　１７億１，５６９万円（１８．９％）

繰出金　１１億１，７５４万円（１２．３％）
貸付金　６，５０６万円（０．７％）

投資、出資金　２億４７９万円（２．２％）

積立金　１億１，３３８万円（１．２％）

補助費等　１５億９，５８１万円（１７．５％）

維持修繕費　７，３９６万円（０．８％）

物件費　８億４，２１４万円（９．２％）

災害復旧事業費　７，０８３万円（０．８％）

普通建設事業費　１０億７１５万円
（１１．１％）

　※資金不足比率は資金不足がない場合は「－」を記載しています。

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

－

－

23.5

180.1

－

－

24.6

167.4

14.46

19.46

25.0 

350.0 

14.39

19.39

25.0 

350.0 

20.00

40.00

35.0 

20.00
Ｈ19 Ｈ20Ｈ19 Ｈ20Ｈ19

五戸町健全化判断比率 早期健全化基準

五 戸 町 病 院 事 業 会 計

五 戸 町 下 水 道 事 業 特 別 会 計

五戸町農業集落排水処理施設事業特別会計

五 戸 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

7.5

－

－

－

五戸町住宅用地造成事業等特別会計 －

－

－

－ 20.0

－

－

Ｈ19 Ｈ20
資金不足比率特 別 会 計 の 名 称 経営健全化基準財政再生基準

Ｈ20

40.00

35.0 

性質別 目的別

一般会計歳出91億1,441万円
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平成21年度
予　算
９月末 現 在

　平成21年度の一般会計予算は、９月末現在110億7,271万円です。
予算の執行率は歳入45.4％、歳出36.7％となっています。

■町税　１３億８，４１９万円 １２．５％

議会費　１億１，０３３万円 １．０％

総務費　３３億３，７５５万円 ３０．１％

民生費　２０億１，６１２万円 １８．２％

衛生費　９億５，５１３万円 ８．６％

農林水産業費　８億９８８万円 ７．３％

商工費　６，３０６万円 ０．６％

老 人 保 健 予算額 ２９８万円

後期高齢者医療  予算額 ３億９，０９３万円

災害復旧費　４３９万円 ０．１％

その他　５３１万円 ０．１％

土木費　８億６，６０３万円
７．８％

消防費　３億６，２２８万円
３．３％

教育費　９億９７５万円 ８．２％

公債費　１６億３，２８８万円 １４．７％

■地方譲与税　１億２，０００万円 １．１％

■繰入金　５，３０４万円 ０．５％

■その他　６億９，６８８万円
６．３％

■国・県支出金　３４億４，４７４万円
３１．１％

■町債　１１億５，８９０万円 １０．４％

■地方交付税　４２億１，４９６万円
３８．１％

特別会計

町民１人当たりが納める町の税金

６９，５３０円

町民１人当たりに使われる町のお金

５５６，１９４円
※一般会計歳出総額（110億7,271万円）を

平成21年９月末現在の人口（19,908人）
で割ったものです。

※町税額（13億8,419万円）を平成21年
９月末現在の人口（19,908人）で割った
ものです。

執行率
［４５．４％］

執行率
［３６．７％］

歳入

歳出

歳入

歳出

［１６３．０％］

［６４．０％］

［６８．０％］

［４１．０％］

国民健康保険 予算額 ２５億１，４９６万円

歳入

歳出

［３２．６％］

［４５．８％］

介 護 保 険 予算額 １９億５，６２９万円

下 水 道 事 業  予算額 ５億１，１２３万円

歳入

歳出

歳入

歳出

［４８．７％］

［３９．７％］

［１６．９％］

［２６．７％］

農業集落排水処理施設事業 予算額 １億 ６８２万円

歳入

歳出

［３１．３％］

［４３．２％］

簡易水道事業 予算額 ９，７５８万円

住宅用地造成事業等 予算額 ４，９１０万円

歳入

歳出

歳入

歳出

［２６．１％］

［３８．１％］

［３９．８％］

［０．８％］

収 益 的 収 入 予算額 ２６億３，０７１万円

収 益 的 支 出 予算額 ３０億９，８３３万円

［５２．０％］

［４２．９％］

［８８．８％］

［４８．３％］

資 本 的 収 入 予算額 ２億４１１万円

病院事業会計

一般会計歳入歳出110億7,271万円

歳 入

歳 出

資 本 的 支 出 予算額 ３億６２９万円
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第
12
回
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会
入
賞
者（
優
等
・
１
等
の
み
、敬
称
略
）

部 

　
門

等
級

品
　
　
目

な
が
い
も（
春
掘
）

氏
　
　
名

所
属
農
協
等

立
花
　
廣
志

五
　
　
戸

な
が
い
も（
秋
掘
）

柳
原
　
弘
達

豊
間
内

な
が
い
も（
春
掘
）

類
家
　
す
江

マ
ル
ケ
イ

に

ん

に

く

川
村
ケ
エ
コ

五
　
　
戸

な
が
い
も（
秋
掘
）

三
浦
與
志
治

豊
間
内

な
が
い
も（
春
掘
）

新
井
山
一
子

川
　
　
内

に

ん

に

く

小
田
　
秀
博

倉
　
　
石

玄
米（
ま
っ
し
ぐ
ら
）

平
　
　
義
美

五
　
　
戸

小

豆

山
田
　
和
彦

五
　
　
戸

り

ん

ご（
ふ
じ
）

金
澤
　
次
夫

浅
　
　
田

り

ん

ご（
紅
玉
）

小
笠
原
隆
太
郎

倉
　
　
石

り

ん

ご（
ふ
じ
）

久
保
田
忠
則

浅
　
　
田

り

ん

ご（
紅
玉
）

石
田
　
徳
子

浅
　
　
田

り

ん

ご（
王
林
）

佐
々
木
藤
吉

八
戸
中
央

ね

　

ぎ

大
久
保
み
よ

川
　
　
内

大

　

根

畑
中
　
義
祝

新
　
　
郷

ね

　

ぎ

佐
々
木
嘉
一

五
　
　
戸

大

　

根

長
根
　
一
男

新
　
　
郷

ご

ぼ

う

小
山
田
雪
那

豊
間
内

ご

ぼ

う

三
浦
　
武
行

豊
間
内

ご

ぼ

う

類
家
　
悠
貴

マ
ル
ケ
イ

丸

い

も

太
田
　
　
寛

倉
　
　
石

に

ん

じ

ん

柳
原
　
健
吾

豊
間
内

ピ

ー

マ

ン

櫻
井
　
利
弘

新
　
　
郷

輪
　
　
菊（
神
馬
）

川
原
　
寛
一

新
　
　
郷

輪
　
　
菊（
神
馬
）

佐
野
　
純
一

新
　
　
郷

輪
　
　
菊（
神
馬
）

木
村
　
勝
美

新
　
　
郷

　
「
第
25
回
五
戸
町
産
業
と
文
化

ま
つ
り
」
が
11
月
１
日
か
ら
３
日

ま
で
３
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
産
業
ま
つ
り
会
場
の
五
戸
ド
ー

ム
で
は
、
五
戸
地
方
の
秋
の
味
覚

を
楽
し
め
る
数
々
の
出
店
に
大
勢

の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
中
で

も
日
替
わ
り
で
行
わ
れ
た
、
長
い

も
の
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
の
実
演
や

シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
汁
の
無
料
試
食
な

ど
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
菊
花
・
盆
栽
展
や
、

地
元
商
店
に
よ
る
商
工
大
バ
ザ
ー

ル
、
農
産
物
約
６
０
０
点
が
並
ん

だ
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
ま
つ
り
会
場
の
町
立
公
民

館
に
は
、
絵
画
や
書
道
、
手
芸
と

い
っ
た
公
民
館
講
座
受
講
者
な
ど

に
よ
る
作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
は
各
種
文
化
団
体

の
芸
能
発
表
会
が
催
さ
れ
、
歌
や

演
奏
、
踊
り
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
演
目
が
来
場
者
を
魅
了
し

ま
し
た
。

▼

▼

つ
き
た
て
の
も
ち
は
大
人
気

▼
▼

文
化
展
は
ど
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
。
町
民

作
品
に
見
入
る
来
場
者

農
家
自
慢
の
野
菜
や
果
物
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
品
評
会
。
購
入
も
で
き
、
買
い
物

客
で
賑
わ
っ
た

｢コーラス・ライン｣による美しいハーモニーが観客を魅了。ほかにも
多彩な出演者が熱の入った演奏を披露した

第
25
回 

五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り

実
り
の
秋
に
活
気
あ
ふ
れ
る

花
　
　
　
き

一
般
野
菜
２

一
般
野
菜
１

果
　
　
　
樹

穀
　
　
　
物

水
　
　
　
稲

特
産
野
菜

１
等

１
等

１
等

１
等

優
等

優
等

優
等

優
等

１
等

１
等

１
等
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“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　まちの皆さんが主役（モデル）です！

フォト
■町内の出来事や、頑張っている�
　皆さんを紹介するコーナーです。

　町はこのほど、上市川団地に入居第１号と
なった加藤賢さん、入居第２号となったと岡
野智宏さんに対し、町共通商品券５万円分を
贈呈しました。商品券の贈呈は宅地分譲キャ
ンペーンとして行われているもので、宅地購
入者と町外の購入者を紹介した町民、両者に
対し新居への入居後にプレゼントされます。

　サッカーＪ２「ベガルタ仙台」の監督とヘッ
ドコーチを務める手倉森誠・浩兄弟（五戸町
出身）の後援会五戸町事務局主催による応援
ツアーが仙台市で行われました。五戸町民を
中心とした参加者41人は、コンサドーレ札幌
との試合を観戦。参加者らの熱い応援を受け
たベガルタ仙台が１対０で勝利しました。

　毎年恒例の町民歩こう会が10月25日、
絶好の秋晴れのもとに開催されました。
今年向かったのは紅葉の名所として知られ
るむつ市・川内川渓谷。老若男女81人の町
民が、渓谷周辺の約５キロのコースを散策
し、青空と紅葉の鮮やかなコントラストを
楽しみました。

　五戸町国際交流協会（塚原實敬会長）に
よる「親子カボチャランタンづくり」がこ
のほど、町立公民館で行われました。この
日、参加した親子は12組。米海軍三沢基地
の若い隊員さんに教わりながら、専用のキ
ットでカボチャに穴を開けて親子でランタ
ン作りを楽しみました。�

　平成12年以
来２回目の里
帰り公演。五
戸町出身の
ジャズ・トラ
ンペッター
ＴＡＫ山崎＝
本名・山崎拓
司さんを迎
え、ふるさと
ジャズコン
サートが行わ
れました。山
崎さんは、ス

タンダード曲や「リンゴ追分」「砂山」など、
多彩な演目と華麗な演奏で聴衆を魅了しま
した。

　第６回くら
いし北部地区
サケのつかみ
捕りと倉石牛
祭り（くらい
し北部振興会
主催）が10月
25日、倉石北
部水稲営農組
合広場で行わ
れました。会
場の特設プー
ルでは、小学
生や家族連れ

がサケの捕獲体験に挑戦。このほか、サケ
鍋や倉石牛焼き肉コーナーでは、にぎわい
をみせていました。�     

川
内
川
渓
谷
の
紅
葉
楽
し
む

●
第
33
回
五
戸
町
民
歩
こ
う
会

五
戸
町
出
身
の
ジ
ャ
ズ
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー

●
ふ
る
さ
と
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

親
子
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
楽
し
む

●
親
子
カ
ボ
チ
ャ
ラ
ン
タ
ン
（
ラ
ン
プ
）
づ
く
り

よ
う
こ
そ
五
戸
町
へ
！

●
上
市
川
団
地
入
居
者
に
町
共
通
商
品
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

大
き
な
サ
ケ
と
れ
た
よ
！

●
鮭
（
サ
ケ
）
の
つ
か
み
捕
り
と
倉
石
牛
祭
り

五
戸
出
身
　
手
倉
森
兄
弟（
サ
ッ
カ
ー
）に
熱
い
応
援

●
10
月
25
日
　
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
応
援
ツ
ア
ー
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最
新
式
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
装
置
導
入

　
新
し
い
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
乳
房
撮
影
）
装
置
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
・
乳
が
ん
健
診
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た

　
・
乳
房
に
し
こ
り
が
あ
る
、
痛
み
が
あ
る

　
な
ど
の
心
配
が
あ
る
方
は
、
外
科
外
来
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
12
月
）

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

科
　
長

副
院
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

岡
本
　
一
雄

田
口
　
　
順

副
医
長

濱
舘
　
貴
徳

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

嶋
　
健
太
郎

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

袴
田
真
理
子

阿
部
　
尚
央

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　金
曜
日

　
1
日
・
15
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

（
医
療
技
術
局
長
）

非
常
勤

（
岩
手
医
科
大
学
）

毎
週
土
曜
日
（
完
全
予
約
制
）

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

診
　
療
　
科

●１０月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,103
（14,271）
12,704

（12,922）
27,844

（28,420）
18,792

（19,709）

12,471
（12,437）
12,259

（12,189）

12,045
（12,383）

12,804
（13,196）

15,138
（14,748）

11,584
（11,433）

11,480
（11,501）
12, 20

（12, 30）
12,323

（12,438）
13,436

（14,553）
12, 20

（12,466）

12,432
（12,416）
12,362

（12,063）
12,745

（12,588）
12,383

（12,367）

12,708
（12,706）
12,360

（12,050）
14,661

（14,230）
12,350

（12,070）

11,933
（11,995）
11,427

（12,458）
13,302

（13,341）
13,457

（13,875）

11,748
（12,800）
12,354

（12,162）
15,292

（15,325）
12,372

（12,706）

皮膚科
12,213
（12,222）
12,350
（12,070）
11,566
（11,699）
12,350
（12,070）

119,826
（110,049）
114,129

（114,232）
166,788

（168,100）
128,633

（130,539）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11738
（11701）

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

「
行
っ
て
来
ま
す
」我
に
手
を
振
る
孫
愛
し

枯
れ
落
葉
風
情
を
過
ぎ
る
分
は
掃
き

米
寿
の
朝
の
散
歩
道
シ
ャ
ツ
と
す
る

満
月
や
仰
ぎ
見
と
れ
し
手
を
合
わ
し

川
り
ゅ
う
に
言
の
葉
寄
せ
て
心
あ
そ
び
ぬ

〈
短
歌
〉

南
郷
の
山
の
楽
校
に
い
り
仲
間
等
と

嬉
し
さ
想
い
し
せ
ん
べ
い
つ
く
り
て

小
学
校
保
育
所
近
き
ふ
る
里
の

丘
に
栄
え
る
上
市
川
団
地

ガ
ラ
ス
戸
に
へ
ば
り
つ
い
て
る
赤
と
ん
ぼ

も
少
し
の
命
そ
っ
と
し
て
お
こ
う

　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

上
市
川

中
　
区

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

151



岩ノ脇集会所前に屋根がけの庚申塔

横沢の三猿塔

五戸地方では一番新しい上市川の庚申（Ｓ５４年９月１日）

i

№178

「
地
方
の
民
俗
信
仰
め
ぐ
り
②

　
お
猿
様
と
は
何
か（
浅
水
川
流
域
、川
内
地
区
）

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

・
五
戸
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

大
会
か
ら
10
万
円

【
浅
水
川
流
域
】

　
浅
水
下
区
の
旧
道
脇
に
宝
暦
四

年
三
月
九
日
（
一
七
五
四
年
）
の

庚
申
と
二
十
三
夜
が
あ
る
。

　
こ
の
地
区
で
は
ピ
カ
一
の
立
派

な
石
碑
だ
。
村
の
分
限
者
が
建
立

し
た
も
の
で
、
名
前
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

　
手
倉
橋
、
荷
軽
井
、
堂
ケ
前
、

間
明
田
、
横
沢
は

明
和
年
代
に
碑
を

建
て
た
こ
と
が
判

っ
た
。
こ
の
集
落

の
庚
申
は
全
部
猿

の
繪
が
刻
み
込
ま

れ
、
通
称
お
猿
さ

ま
と
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
、
志
戸
岸
と

豊
間
内
の
庚
申
は

天
保
五
年
（
一
八

三
四
年
）
の
も
の

で
屋
根
を
か
け
農

民
が
大
切
に
保
護

し
て
い
る
。

　
三
猿
塔
は
庚
申（
か
の
え
ざ
る
）

の
さ
る（
申
＝
猿
）の
信
仰
と
結
び

付
き
、
猿
田
彦
神
（
さ
る
た
ひ
こ

の
か
み
）
に
進
み
、
悪
霊
防
止
と

し
て
集
落
の
入
口
に
建
て
て
い
る
。

　
五
戸
ま
つ
り
の
天
狗
様
は
猿
田

彦
神
が
山
車
の
先
払
い
を
し
、
悪

霊
の
防
止
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
る
。

　
扇
田
の
水
田
に
あ
る
庚
申
塔
は

弘
化
三
年（
一

八
四
五
年
）

四
月
二
日
、

同
村
連
中
建

立
と
あ
り
、

小
屋
付
き
の

住
ま
い
だ
。

　
北
向
バ
ス

停
で
文
久
四

年
（
一
八
六

四
年
）の
石
さ

ん
を
見
た
。

　
浅
水
上
流

に
進
み
次
第
、

庚
申
様
は
お

猿
さ
ま
と
村
人
は
語
る
。

　
上
豊
川
の
道
祖
神
は
文
久
二
年

（
一
八
六
二
年
）
七
月
十
五
日
、

北
向
は
文
久
四
年
正
月
、
崩
の
お

猿
さ
ま
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五

年
）
五
月
二
十
二
日
で
百
八
十
四

年
前
に
な
る
。
手
倉
橋
か
ら
約
八

㌔
離
れ
た
山
奥
で
は
、
六
十
年
後

に
庚
申
信
仰
が
普
及
し
た
。

　
記
念
碑
は
三
嶽
社
に
警
察
官
巡

難
碑
、
浅
水
八
幡
宮
境
内
に

は
養
蚕
神
社
（
大
正
十
五
年
）

忠
魂
碑
（
昭
和
三
年
）
高
山

峠
に
明
治
天
皇
御
巡
幸
記
念

碑
（
昭
和
九
年
）
な
ど
。

【
川
内
地
区
】

　
上
市
川
集
落
の
神
明
宮
入

口
に
享
保
五
年
二
月
十
一
日

の
庚
申
塔
が
あ
る
。
再
三
の

道
路
拡
張
に
あ
っ
て
台
座
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
詰
め
に
さ
れ

て
い
る
。

　
石
呑
は
県
道
脇
に
あ
っ
て

屋
根
を
か
け
て
い
る
。
銘
は

文
政
四
年
（
一
八
二
一
年
）

祭
り
に
は
付
近
の
古
老
が
酒
、

赤
飯
を
供
え
て
拝
み
、「
今

年
の
農
産
物
は
ど
う
か
」
と

語
り
合
う
そ
う
だ
。

　
菖
蒲
川
は
旧
道
の
ケ
ヤ
キ

の
根
元
に
あ
っ
た
。
五
十
㌢

程
度
の
石
だ
っ
た
の
で
見
落
と
し

て
し
ま
う
。
石
に
は
天
保
五
年

（
一
八
三
四
年
）
八
月
二
十
八
日

と
刻
ま
れ
て
い
た
。

　
池
ノ
堂
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
詰
に

な
っ
て
い
た
し
、
大
森
と
北
市
川

は
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
判
読
不
能

に
終
わ
っ
た
。

　
石
碑
は
、
池
の
堂
の
羽
黒
山
参

り
（
明
治
十
六
年
）
桜
沢
に
は
三

十
三
観
音
（
昭
和
二
年
）
忠
魂
碑

切
谷
内
天
満
宮
に
は
金
比
羅
大
権

現
な
ど
が
続
く
。

　
庚
申
信
仰
は
農
民
が
豊
作
、
商

人
は
繁
盛
、
病
人
は
回
復
を
祈
り
、

グ
ル
ー
プ
の
人
々
は
、
集
会
の
晩

に
青
面
金
剛
童
子
の
掛
図
を
か
け

般
若
心
経
を
読
ん
だ
り
、

「
オ
ー
コ
ー
シ
ン
デ
、
コ
ー
シ
ン

デ
、
マ
イ
タ
リ
、
マ
イ
タ
リ
、
ソ

ワ
カ
」

（
庚
申
様
、
い
つ
も
願
い
が
叶
い

ま
す
よ
う
に
）

と
真
言
を
百
八
回
唱
え
る
と
い
う
。

庚
申
の
日
に
早
く
寝
る
と
体
内
か

ら
「
さ
ん
し
」
と
い
う
虫
が
抜
け

出
し
て
帝
釈
天
に
、
そ
の
人
の
悪

い
事
を
告
げ
、
寿
命
が
短
く
さ
れ

る
と
い
う
の
で
、
一
晩
中
起
き
て

い
る
と
い
う
。
こ
の
話
を
語
っ
た

ら
、
若
者
は
迷
信
と
笑
止
で
終
わ

っ
た
と
か
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

え



o

資
格

排
水
設
備
工
事
配
管
工
認
定
・
更
新

講
習
お
よ
び
責
任
技
術
者
更
新
講
習

労
働

労
働
保
険
の
加
入
は

お
済
み
で
す
か
？

労
働
相
談
と
個
別
労
働
紛
争
あ
っ

せ
ん
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

育
児

児

童

虐

待

防

止

子
育
て
応
援
特
別
手
当

（
21
年
度
版
）の
執
行
停
止

消
防
設
備
士
試
験

情報ステーション

●
講
習
期
日

平
成
22
年
１
月
18
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
１
月
29
日（
金
）ま
で

※
会
場
ご
と
各
期
日

●
講
習
会
場

　
青
森
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
、

　
五
所
川
原
市

●
受
講
料

責
任
技
術
者
更
新
講
習 

７
、０
０
０
円

配
管
工
認
定
講
習
　
　 

７
、０
０
０
円

配
管
工
更
新
講
習
　
　 

５
、０
０
０
円

●
申
し
込
み
先

平
成
21
年
12
月
７
日（
月
）ま
で

に
建
設
課
へ
　
※
平
日
の
み

□問
役
場
建
設
課
（
上
下
水
道
班
）

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
０

●
種
　
別

　
甲
種
、
乙
種

●
試
験
日

・
八
戸
市

　
平
成
22
年
１
月
30
日（
土
）

・
青
森
市

　
平
成
22
年
１
月
31
日（
日
）

●
願
書
受
付
期
間

　
平
成
21
年
12
月
７
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
12
月
16
日（
水
）ま
で

□問
7
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
青
森
県
支
部

　
℡
０
１
７
│
７
２
２
│
１
９
０
２

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
（
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
く
）
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

●
労
災
保
険
と
は

業
務
災
害
お
よ
び
通
勤
災
害
に

よ
り
負
傷
な
ど
し
た
場
合
、
必

要
な
保
険
給
付
を
行
い
ま
す
。

●
雇
用
保
険
と
は

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
、
生

活
安
定
お
よ
び
再
就
職
促
進
の

た
め
必
要
な
失
業
給
付
を
行
い

ま
す
。

□問
・
労
災
保
険

　
　
八
戸
労
働
基
準
監
督
署

　
　
℡
46 

│ 

３
３
１
１

　
・
雇
用
保
険

　
　
八
戸
公
共
職
業
安
定
所

　
　
℡
22 

│ 

８
６
０
９

　「
解
雇
を
突
然
言
い
渡
さ
れ
た
」、

「
賃
金
を
一
方
的
に
変
更
さ
れ
た
」

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と

の
間
に
生
じ
た
紛
争
で
、
当
事
者

間
の
み
で
の
解
決
が
困
難
な
場
合

に
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
申
請
に
よ
り
県
労
働
委

員
会
の
「
あ
っ
せ
ん
員
」
が
当
事

者
か
ら
話
を
伺
い
、
意
見
の
調
整

や
助
言
を
行
う
な
ど
迅
速
な
解
決

の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
相
談
・
あ
っ
せ
ん
は
無
料
で
す

●
労
働
相
談

　
青
森
県
労
政
・
能
力
開
発
課

　
℡
０
１
７
│
７
７
３
│
１
７
７
７

●
個
別
的
労
働
紛
争
あ
っ
せ
ん

　
青
森
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
℡
０
１
７
│
７
３
４
│
９
８
３
２

　
建
退
共
制
度（
建
設
業
退
職
金

共
済
制
度
）は
、
法
律
に
基
づ
い

て
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
建
設
現
場
で
働
く
方
々
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
が
支
払
わ

れ
る
制
度
で
す
。

●
制
度
の
特
色

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実

で
申
し
込
み
手
続
は
簡
単

・
掛
金
（
日
額
）
３
１
０
円

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

・
掛
金
は
税
法
上
全
額
非
課
税

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

□問
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
℡
03 

│ 

５
４
０
０
│

４
３
１
６

　
子
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
る

こ
と
は
虐
待
で
す
。
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
守
る
た
め
に
、

虐
待
を
許
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▽
身
体
的
虐
待
　
体
に
傷
を
負
わ

せ
た
り
、
傷
を
負
わ
せ
る
恐
れ

の
あ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と

▽
心
理
的
虐
待
　
子
ど
も
を
傷
つ

け
る
言
葉
、
無
視
な
ど
子
ど
も

の
心
を
傷
つ
け
る
こ
と

▽
性
的
虐
待
　
性
的
な
い
た
ず
ら
、

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
子
ど
も
に

し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

▽
養
育
拒
否
・
怠
慢
　
保
護
者
と

し
て
の
監
督
を
著
し
く
怠
る
こ

と
（
食
事
を
与
え
な
い
、
長
時

間
の
放
置
な
ど
）

　
も
し
、「
虐
待
か
な
？
」
と
感

じ
た
ら
、
役
場
・
児
童
相
談
所
・

警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
３
８

・
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
八
戸
児

　
童
相
談
所
）　
※
24
時
間
対
応

　
7
０
１
２
０ 

│

74 

│
６
５
５
２

　
本
年
度
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
、
子
育
て
応
援
特
別
手

当
（
21
年
度
版
）
は
、
こ
の
た
び

の
国
の
補
正
予
算
見
直
し
に
よ
り

執
行
が
停
止
さ
れ
た
た
め
、
実
施

さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
支
給
対
象
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た

こ
と
を
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

※
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

支
給
対
象
者
の
皆
さ
ま
へ
の
お

わ
び
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

U
RL 

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/

kinkyu/juyou/kosodate/ow
abi/

index.htm
l

□問
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
３
６



健康づくりを応援します！

「健康のつどい」参加者募集
対象

内容

月　　日
平成２２年
１月１８日（月）

１月２１日（木）

１月２５日（月）

１月２６日（火）

豊間内コミュニティセンター ９：１５～１１：３０

９：１５～１１：３０

９：１５～１１：３０

９：１５～１１：３０

９：１５～１１：３０

浅 水 活 性 化 セ ン タ ー

町 立 公 民 館

保 健 福 祉 セ ン タ ー
（ 倉 石 診 療 所 隣 り ）

八 戸 農 業 協 同 組 合
川 内 支 店１月２９日（金）

１

２

３

４

５

場　　　所 時　　間

問い合わせ・申し込み先　役場福祉保健課℡ 62－7958（直）三浦

一般町民　※参加費用は無料です

①講話と寸劇（認知症の理解）「周囲のかかわり方が鍵になる」
　五戸町地域包括支援センター

②講話（認知症の予防）「認知症を遠ざける生活習慣」
　五戸町福祉保健課保健師

③食生活改善推進員による試食の提供

除 雪 作 業 に ご 協 力 を ！除 雪 作 業 に ご 協 力 を ！除 雪 作 業 に ご 協 力 を ！

至市街

東北メディカル学院

まきば温泉

工業団地

ひばり野公園

雪捨て場
（苗代沢町有地）

至
国
道
４
号

至
志
戸
岸

五
戸
中

除雪車で寄せた雪を道路に返したり、自分の
敷地に降った雪を道路に押し出したりしない
でください。ワダチやでこぼこの原因になり、
交通障害や事故を引き起こす恐れがあります。
みだりに道路に雪を捨てることは道路交通法
などに違反し、罰則も設けられています。雪
は指定の雪捨て場に捨てましょう。

深夜作業にご理解を

問い合わせ先　役場建設課　℡６２－２１１１　内線２４７

!0

農地の買い手募集

・大字切谷内字菖蒲川上谷地16　田　 4,791㎡
・大字切谷内字長屋86－146　　　畑　 3,324㎡
・大字切谷内字長屋86－147　　　畑　 3,566㎡
・大字切谷内字長屋86－148　　　畑　 3,619㎡
※買い手には、農地の引渡時期、農業経営面積などの
　条件があります。
●申し込み期限　平成21年12月22日（火）
●申し込み先　農業委員会事務局　℡ 62－2111 内線272

路上の駐停車は除雪の妨げになり
ます。決められた場所
以外での駐停車は
やめま
しょう。

路上駐車はやめましょう

除雪車は重機械であり、前後約１０ｍは死角となります。
また、雪の中に混じっている
砕石・ガラスなどが飛び散る
場合もありますので、３０ｍ
以内には近寄らないように
お願いします。

作業中の除雪車には３０ｍ以内に近寄らないでください

除雪・排雪作業は、交通
渋滞を引き起こさないた
めに交通量の少ない夜間・
早朝に行われます。ご迷
惑 を お 掛 け し ま す が 、
ご理解ください。

道路に雪を捨てないでください

催
し

表
彰
式
・
年
賀
交
換
会

成
人
式
の
ご
案
内

情報ステーション

　
町
で
は
、
平
成
22
年
表
彰
式
・

年
賀
交
換
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
平
成
22
年
１
月
４
日（
月
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
場
所
　
町
立
公
民
館

●
年
賀
交
換
会
会
費

　
１
、０
０
０
円

●
申
し
込
み
先

　
役
場
総
務
課
、
川
内
支
所
・

　
浅
田
支
所
・
倉
石
支
所

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
21
年
12
月
11
日（
金
）

□問
役
場
総
務
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
０（
直
通
）

　
平
成
22
年
五
戸
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
五
戸
町

出
身
者
で
あ
れ
ば
、
現
在
他
市
町

村
に
住
ん
で
い
て
も
生
年
月
日
が

該
当
す
る
と
出
席
で
き
ま
す
。

●
対
象
者

　
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
全
員
に
、
実
行
委
員
会

が
案
内
は
が
き
を
発
送
し
て
い

ま
す
。
出
欠
の
返
信
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
日
時

　
平
成
22
年
１
月
10
日（
日
）

　
午
後
１
時
か
ら

　（
正
午
か
ら
12
時
45
分
受
付
）

●
場
所
　
　
町
立
公
民
館

●
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

・
時
間
　
午
後
３
時
か
ら

・
場
所
　
ア
ピ
ル
五
戸

・
会
費
　
１
、０
０
０
円

　
自
由
参
加
で
す
。

□問
教
育
委
員
会
教
育
課

　
℡
62 

│ 

７
９
６
５（
直
通
）



注意：１月のごみ収集日が変更になる地区があります。
　　　「燃えないごみ」第１金曜日（１／１収集なし） → 第２金曜日（１／８収集あり）

県民手帳好評販売中！

　22年度版青森県民手帳を販売
しています。県内市町村の主要
統計や五戸町の歩み、ふるさと
の主な行事など暮らしに役立つ
情報がたくさん詰まっています。
※青、赤、緑の３色
●価　　格　500円（税込）
●問い合わせ・申し込み先
　企画振興課  ℡ 62-7952（直通）

平成２１年1 2 月 3 1 日現在で
工 業 統 計 調 査を実施します

　調査の対象となる製造事業所には、
統計調査員が伺いますのでご協力
をお願いいたします。なお、調査
票に記入していただく内容は、統
計法に基づき秘密が厳守されます。
　http://www.meti.go.jp/statistics/

経済産業省・青森県・五戸町

公共施設の年末年始休業

!1

　国土交通省と青森県では、毎年
12月１日から７日までを「雪崩防災
週間」と位置付け、雪崩被害の防止
に向けてさまざまな防災・広報活動
を実施しています。積雪時は斜面を
注意深く観察し、兆候を発見したら
早めの避難・連絡を心掛け、雪崩に
よる被害ゼロを目指しましょう。
問・役場建設課
　　℡ 62－2111内線245
　・青森県県土整備部河川砂防課
　　℡ 017－734－9670

http: / /www.pref .aomori . lg . jp/
kotsu/bui ld/H21nadarebousai .
html

雪崩防災週間について

■役場・各支所（一般事務）
℡62－2111

■五戸総合病院
℡61－1200 ※急患は診療します

■町立公民館
℡62－5111

■スポーツ振興公社（ドーム）
℡62－2301

■図書館
℡61－1040

■ごみ収集
℡62－2111（役場福祉保健課）

■ごみの直接搬入
℡0176－28－2654（十和田地域広域事務組合）

五戸･新郷の方■斎場
℡62－2111

（役場福祉保健課） それ以外の方

12／28
月 火

29 30 31 1／1 2 3

29 3～

29 3～

29 3～

29 3～

28 4～

31午後～3

29 4～

30 3～

29 3～

4 5
水 木 金 土 日 月 火

お

知
ら
せ

屋
外
広
告
物
等
の
許
可
申
請

交
通
事
故
無
料
相
談

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

12
月
か
ら
町
図
書
館
の

利
用
時
間
が
変
わ
り
ま
す

交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ
大
会

の

中

止

に

つ

い

て

情報ステーション

　
屋
外
広
告
物（
看
板
な
ど
）に
つ

い
て
は
、
美
観
風
致
の
維
持
と
公

衆
に
対
す
る
危
害（
落
下
や
倒
壊

な
ど
）
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、

「
屋
外
広
告
物
法
」
や
「
青
森
県

屋
外
広
告
物
条
例
」
等
に
基
づ
き

規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
五
戸
町
内
に
屋
外
広
告
物
を
掲

示
す
る
場
合
は
、
役
場
建
設
課
に

申
請
の
上
、
許
可
を
得
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
仮
に
許
可
を
受
け
ず

に
広
告
物
等
を
表
示
ま
た
は
設
置

す
る
な
ど
条
例
に
違
反
し
た
場
合

は
、
許
可
の
取
り
消
し
、
屋
外
広

告
業
者
に
対
す
る
監
督
処
分
の
ほ

か
、
罰
則
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
許
可
申
請
等
に
つ
い
て
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
役
場
建
設
課
　
都
市
計
画
班

　
℡
62 

│

２
１
１
１（
内
線
２
４
４
）

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の

影
響
に
よ
り
、
12
月
６
日
に
予
定

し
て
い
た
交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ

大
会
（
五
戸
町
交
通
安
全
母
の
会

主
催
）
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

□問
役
場
総
務
課

　
℡
62 

│

２
１
１
１（
内
線
２
１
５
）

　
交
通
事
故
で
困
っ
た
場
合
、
専

門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。

●
相
談
日
時

月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
５
時

※
毎
月
第
４
水
曜
日
は
弁
護
士
相

談
（
要
予
約
・
要
面
談
）

●
相
談
料
　
無
料

●
住
所

　
青
森
市
橋
本
２ 

│ 

19 

│ 

３

　
三
井
住
友
海
上
ビ
ル
６
階

□問
6
日
本
損
害
保
険
協
会

　
青
森
相
談
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
１
７
│
７
２
２
│
１
０
２
５

　
例
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

し
尿
の
く
み
取
り
の
申
し
込
み
が

殺
到
し
ま
す
。

　
年
内
に
く
み
取
り
を
希
望
す
る

方
は
、
12
月
10
日
（
木
）
ま
で
に

左
記
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
く
み
取
り
業
務
は
12
月
29
日（
火
）

か
ら
１
月
３
日（
日
）ま
で
休
業

●
申
し
込
み
先

　
県
南
清
掃
㈱
五
戸
営
業
所

　
℡
62 

│ 

２
４
１
６

　
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、

平
日
の
利
用
時
間
が
午
前
10
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

□問
町
図
書
館 

　
℡
61 

│

１
０
４
０



この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています
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振舞われた「ダール」

歌に合わせて踊る村の女性

青年海外協力隊活動レポートｉｎ ネパール　№４□■□■□■□ □■□■□■□

!2

　
青
年
海
外
協
力
隊
員
の
東
千
秋

さ
ん
（
五
戸
町
出
身
）
が
今
年

１
月
か
ら
ネ
パ
ー
ル
へ
派
遣
さ
れ
、

現
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の

様
子
を
４
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
ナ
マ
ス
テ（
こ
ん
に
ち
は
）。

　
青
年
海
外
協
力
隊
（
二
十
年
度

三
次
隊
　
経
済
・
市
場
調
査
）
と

し
て
現
在
ネ
パ
ー
ル
で
活
動
中
の

東
　
千
秋
で
す
。

　
こ
ち
ら
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が

続
い
て
お
り
、
外
を
少
し
歩
い
た

だ
け
で
汗
が

吹
き
出
て
き

ま
す
。
ネ
パ

ー
ル
の
暦
で

は
、
今
（
八

月
〜
九
月
）

は
二
〇
六
六

年
五
月
（
バ

ド
ウ
月
）
に

な
り
ま
す
。

今
月
、
バ
ド

ウ
月
七
日
に

は
テ
ィ
ー
ジ
と
い
う
女
性
た
ち
の

お
祭
り
が
あ
り
、
こ
の
日
だ
け
に

限
ら
ず
、
至
る
所
で
テ
ィ
ー
ジ
を

祝
う
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ィ
ー
ジ
と
は
、
女
性
た
ち
が

主
役
の
お
祭
り
で
あ
り
、
既
婚
者

は
夫
の
健
康
と
幸
福
を
、
未
婚
の

女
性
は
良
き
配
偶
者
に
恵
ま
れ
る

事
を
祈
願
す
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

私
も
ポ
カ
ラ
市
内
で
、
或
い
は
各

村
々
で
行
わ
れ
た
様
々
な
テ
ィ
ー

ジ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
呼
ん
で
頂
き
、

着
飾
っ
た
女
性
た
ち
が
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
す
る
姿
を
眺
め
な
が
ら
、

振
舞
わ
れ
る
食
事
を
楽
し
み
ま
し

た
。
今
回
は
、
こ
の
テ
ィ
ー
ジ
の

様
子
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
女

性
た
ち
の
服

装
。

　
女
性
た
ち

の
多
く
は
赤

い
サ
リ
ー
で

着
飾
り
ま
す
。

ツ
ラ
と
呼
ば

れ
る
腕
輪
を

し
、
髪
の
毛

は
ド
リ
と
呼

ば
れ
る
髪
飾

り
で
束
ね
上
げ
、
さ
ら
に
既
婚
者

は
ポ
テ
と
い
う
首
飾
り
を
す
る
の

が
定
番
の
よ
う
で
す
。
が
、
中
に

は
緑
色
の
サ
リ
ー
を
着
用
し
て
い

る
女
性
や
Ｔ
シ
ャ

ツ
に
ジ
ー
ン
ズ
姿

と
い
う
女
性
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
食
事
。

　
テ
ィ
ー
ジ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
様
々

な
食
事
が
振
舞
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
ジ
で
振
舞

う
こ
の
食
事
の
事

を
「
ダ
ー
ル
」
と

呼
ぶ
そ
う
で
す
。

中
に
は
、「
テ
ィ
ー

ジ
が
近
く
な
る
と
、

食
事
は
ど
れ
も
『
ダ
ー
ル
』
と
呼

ぶ
」
と
言
う
人
も
い
ま
し
た
。
こ

の
「
ダ
ー
ル
」
の
中
で
、
ど
こ
に

招
か
れ
て
も
出
さ
れ
た
の
が
「
キ

ー
ル
」
と
い
う
ミ
ル
ク
粥
で
し
た
。

牛
乳
と
砂
糖
で
甘
く
煮
詰
め
ら
れ

た
ご
飯
は
、
日
本
人
の
私
に
は
不

思
議
な
味
が
し
ま
し
た
。

　
尚
、
テ
ィ
ー
ジ
当
日
は
先
述
の

よ
う
に
、
夫
の
健
康
と
幸
福
を
、

或
い
は
良
き
配
偶
者
に
恵
ま
れ
る

事
を
願
い
、
女
性
た
ち
の
多
く
が

一
日
中
何
も
食
べ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
（
因
み
に
私
は
普
通
に
食
事

を
し
ま
し
た
）。

　
そ
し
て
歌
と
踊
り
。

　
ネ
パ
ー
ル
の
女
性
た
ち
は
歌
と

踊
り
が
上
手
で
す
。
Ｃ
Ｄ
を
使
用

し
て
い
る
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、

テ
ィ
ー
ジ
に
向
け
女
性
は
自
分
た

ち
で
歌
を
作
詞
・
作
曲
し
て
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
披
露
し
、
歌
に
合
わ

せ
て
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は

歌
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
た

所
や
、
七
時
間
ひ
た
す
ら
踊
り
続

け
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
た

所
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
テ
ィ
ー
ジ
と
い
う
女
性
の

お
祭
り
は
、
徐
々
に
大
き
な
ネ
パ

ー
ル
を
代
表
す
る
お
祭
り
の
一
つ

に
な
り
つ
つ
あ
る
そ
う
で
、
ネ
パ

ー
ル
に
お
い
て
女
性
の
地
位
が
向

上
し
て
き
た
事
の
一
つ
の
表
れ
で

は
な
い
か
と
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
家
の
中
に
い
る
事
の
多

か
っ
た
女
性
た
ち
が
、
大
勢
の
前

で
踊
っ
た
り
、
自
分
の
想
い
を
歌

詞
に
し
た
歌
を
人
前
で
歌
え
る
よ

う
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
事
は
、

女
性
た
ち
に
と
っ
て
一
つ
の
進
歩

と
い
え
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
テ
ィ
ー
ジ
を
始

め
、
ネ
パ
ー
ル
に
は
様
々
な
お
祭

り
が
あ
り
、
後
一
か
月
も
す
れ
ば

ネ
パ
ー
ル
最
大
の
お
祭
り
と
い
わ

れ
る
ダ
サ
イ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。

ダ
サ
イ
ン
の
後
に
は
テ
ィ
ハ
ー
ル

と
い
う
お
祭
り
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
数
か
月
は
こ
う
し
た
お
祭
り
ム

ー
ド
が
続
き
そ
う
で
す
。
ま
た
再

度
、
こ
う
し
た
お
祭
り
に
つ
い
て

も
ご
紹
介
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ま
た
。

青
年
海
外
協
力
隊
　
東
　  

千  

秋

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，５８４人　（－２）

　女　１０，３２１人　（－１）

総人口１９，９０５人　（－３）

世帯数１６，９８８世帯（＋３１）

平成21年11月１日現在

ち
な



防 災 行 政 無 線 に つ い て 
　町では、町内 77 か所に防災行政無線の子局（屋外スピーカー）を設置し、気象警報や避難情報などの「防災情報」、公的機関
からのお知らせなどの「行政情報」を放送しています。  

　自治体が発令する避難情報は「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」の３段階に分かれます。後者になるにつれ、緊急度
が高くなります。 

※避難情報は通常時よりも大きな音で無線放送します。そのほか必要に応じてテレビ・ラジオ、広報車などでもお知らせします。
　また、一人暮らしの高齢者などには、戸別訪問や電話による周知徹底を図ります。  

３段階の避難情報　「もしも」に備えて覚えておきましょう

防災行政無線Ｑ＆Ａ　よくある質問にお答えします

防災行政無線電話応答システム　放送内容を電話で聞くことができます

避
難
準
備
情
報

区分 発　　令　　基　　準

①気象予警報等が発表され、事前に避難準備を
することが適当②災害の発生を覚知し、諸般の
状況から災害の拡大が予想され、事前に避難準
備することが適当と判断される場合に、避難行
動に時間がかかる身体障がい者や高齢者等を早
めに避難させるため国のガイドラインに基づ
き、町長の判断で発令します。

放　　　送　　　例

こちらは防災五戸広報です。
避難準備のお知らせをします。
○○川が堤防決壊の危険水量を超えました。住民の皆さんは
避難の準備をしてください。対象地区は△△地区、避難場所は
□□センターです。（以下、避難の際の注意事項等）

避
　
難
　
勧
　
告

①避難準備より状況が悪化し、事前に避難が必
要②災害を覚知し、災害の拡大が予想され、事
前に避難が必要と判断される場合に、災害対策
基本法第 60 条に基づき、町長の判断で発令し
ます。

サイレン　－　休止　－

こちらは防災五戸広報です。
五戸町災害対策本部から避難勧告をします。
○○川の堤防決壊の危険性が高くなりました。住民の皆さんは
避難してください。対象地区は△△地区、避難場所は□□セン
ターです。（以下、避難の際の注意事項等）

約 １ 分 約 １ 分約５秒

避
　
難
　
指
　
示
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こちらは防災五戸広報です。
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五戸町災害対策本部から避難指示をします。
○○川の堤防決壊が間近に迫っています。対象地区は△△地区、
避難場所は□□センターです。（以下、避難の際の注意事項等）

約 １ 分 約 １ 分約５秒

放送内容が聞き取りにくいのですが？

　屋外スピーカーの性質として、距離や地
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合、連絡をいただければ、スピーカーの向
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Ｑ１

間を空けてゆっくり話すのはなぜ？

　場所によっては、山びこや他地区のス
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置となると、屋外スピーカーに比べて費用が
格段に高くなります。このため町では屋外ス
ピーカーを採用し、一部の難聴地域のみ戸別
受信機を配布しています。

Ｑ３

問い合わせ先　役場総務課　1６２－７９５０（直通）

1６１－１１０６に電話をかけ、音声ガイダンスに従ってプッシュホンを操作してください。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（メッセージは放送後24時間で消去されます） 



● ポリオ（小児マヒ）予防接種

● ６か月児健康相談（２１年４・５月生）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

● 三種混合　　　　　　予防接種
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記念日等日 行　　事　　等

● 人権相談 13：30～16：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（２１年８月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

12：20～12：50受付 総合病院● 三種混合　　　　　　予防接種

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● お話会 14：00～15：00 町図書館

● 行政相談 13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

10：00～12：00 町立公民館

13：30～15：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ

● みんなの保健室 13：00～15：00 役場福祉保健課

10：00～12：00 町立公民館

12：20～12：50受付 総合病院

10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

　 子育てメイト「クリスマス会」 10：00～12：00 町立公民館

● クリスマスコンサート 17：00～17：30 町図書館

● トコトコ教室（浅田地区）  9：30～11：30 浅水活性化センター

● トコトコ教室（川内地区）  9：30～11：30 瑞穂館

● トコトコ教室（豊間内地区）  9：30～11：30
豊間内コミュニ
ティセンター

● トコトコ教室（旧町内地区）  9：30～11：30 町立公民館

● 絵本のへや 10：30～12：00 町図書館

12：20～12：50受付 総合病院
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今月の納期

納期限１２月２５日（金）

町県民税

国民健康保険税

下水道事業
　受益者負担金

第４期

第６期

第２期

　今後、新型インフルエンザの感染拡
大が予想されています。このインフル
エンザは、感染力が非常に強いので、
次のことに注意しましょう。
①手洗い、うがいを心掛けましょう。
②外出時にはマスクを着用し、できる
　だけ人ごみを避けましょう。
③周りの人にうつさないよう「せきエ
　チケット」を守りましょう。

冬の交通安全県民運動

１　高齢者の交通事故防止�

２　飲酒運転の根絶�

３　冬道の安全運転の推進

運動期間　12月11日～12月20日までの10日間
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● 町民大学講座（全地区合同）消費者保護について

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

10：00～12：00 町立公民館
 9：30～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日

● 町長杯ソフトバレーボール大会  9：00～14：00 倉石スポーツセンター

● 五戸でスマスＸ’ｍａｓ 14：00～17：00 中心商店街

● 行政相談 13：30～16：00 町立公民館

● 絵本のへや 10：30～12：00 町図書館

● ３歳児健康診査（１８年８・９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター
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● 五戸でスマスＸ’ｍａｓ 14：00～17：00 中心商店街
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　 ＢＣＧ接種

　１０か月児健康相談（２１年２・３月生）

● ３か月児健康診査（２１年９月生）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

● 三種混合　　　　　　予防接種

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ
五戸町表彰式・年賀交換会

平成２２年１月４日（月）

１１：００～

町立公民館

はたちの献血キャンペーン（～２月）
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２０１０年

平成２２年
１月

● 裸参り　0：00　稲荷神社～神明宮～八幡宮

● 五戸町表彰式・年賀交換会　 11：00～　　　　町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

 9：30～11：30 町立公民館● トコトコ教室（旧町内地区）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

10：30～11：30 町図書館● 子どもアニメ映画会

10：30～11：30 町図書館● 子どもアニメ映画会

12：20～12：50受付 総合病院

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

12：00～12：45受付
式典：町立公民館
祝賀パーティー：アピル五戸● 五戸町成人式

元日

成人の日

高齢者交通安全の日

● トコトコ教室（浅田地区） 浅水活性化センター 9：30～11：30
● 子どもアニメ映画会 町図書館10：30～11：30

旧地域保健センター12：30～12：50受付


